
の結果をもとに算出しています。

12 13,555 5,035 8,520 22 05 04 01 50 20 財務会計システム使用負担金 372 184 112 72

差引一般財源 △372 13,371 △112 13,483

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 3年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 総務費 2. 財務会計システム整備運営事業

1. 総務管理費

6. 財政管理費 財政課

（佐倉市）　　

第５章
市民とともに創る　多様性のある　持続可能なまち 114,510

（市民参加・自治体運営） 令和 3年度 36,023

臨時 単独 計画 0 0 4,840 基本施策５
行財政運営 令和 4年度 43,087

令和 5年度 35,400

施策２
健全で持続可能な行財政運営を推進します 令和 6年度 0

令和 7年度 0

諸収入 その他

372 0 372 △372

184 13,555 184 0 13,371

財務会計システムの新規調達および運用・保守を行いま 予算の編成から執行、決算、行政評価、契約、備品管理 効率的な財務事務を行うことができ、全庁的に職員の事

す。 等、市の財務会計データを有機的に連携し、横断的に処理できるシステ 務負担を軽減するとともに、財務会計データの適正管理により、財政の

・現行システムの運用保守 ムを導入することにより、健全で効率的な財務事務を進めることを目的 健全化を図ります。

・財務会計システムの新規調達およびその運用保守（令和３年９月導入 とします。

予定）

・現行システムから新システムへのデータ移行

システムベンダーが変更となった場合、データ移 新システムの導入費用およびその運用保守、また 新システムの導入費用は令和２年９月に行ったRF

行費用を負担する必要があります。 、現行システムから新システムへのデータ移行費用を計上しています。 I


